
 

 

 

 

 

 

 

 

 

R8 年８月 

ミライズそら 

保健室 

□熱はありませんか？（熱が引いた後、２４時間以上経っていますか？）  

□食欲はありますか？     □鼻水や咳は出ていませんか？           □機嫌はよいですか？ 

□湿疹や発疹はないですか？  □「痛い」、「疲れた」などの訴えはありませんか？  □顔色はよいですか？ 

 

 

 

毎朝の登園前体調チェック 

 

あせも 

おでこやひじ、首の周りなどに汗がたまりやすく、皮膚がこすれる場所に 

できます。アトピー性皮膚炎のある子は、症状が悪化することがあるので 

注意しましょう。汗をよく吸い取る綿の肌着やシャツを着せましょう。 

虫刺され 

キャンプやバーべキューなど野外で活動が増えると、虫や蚊のいる場所 

に出掛けることも多くなります。虫よけスプレーやシールなどの使用や、 

皮膚を覆うような服装も時には必要になりますが、熱中症には十分に 

注意しましょう。 

とびひ 

虫刺れや湿疹などで傷ついた肌を汚れた爪でひっかくと、傷口に細菌が

感染してとびひになります。「傷口がジュクジュクしている」「なかなか傷が

治らない」というのが、とびひの始まりのサインです。やがて痒みの強い水

ほうができて、これをかき壊した手で他の所をかくと、とびひがどんどん

広がります。 

ケアは 

シャワーなどで汗をよく洗い流します。 

外出などでは、汗の成分が皮膚に残らないように 

濡らしたタオルで汗を拭き取りましょう。 

ケアは

刺されたところを水で洗い流します。 

かゆみ止めを塗ったり、濡らしたタオルやハンカチで 

包んだ保冷剤などをあてたりして痒みをやわらげます。 

 

ケアは 

シャワーを浴び、皮膚の清潔を保ちます。 

かき壊して広がったり、周りに感染するのを防ぐ 

ためにガーゼなどで保護することがあります。 

 

本格的な夏です。たくさん汗をかくと体力が消耗します。食欲も落ちやすい季節ですが、たくさん食べて

しっかりと休息をとり、体調の変化に気をつけながら、元気に夏を楽しみましょう！ 

三大夏風邪の主な症状 

 

ヘルパンギーナ 

 

・のどの痛み 

・喉の奥に水疱状の発疹や潰瘍  

・39～40℃の高熱が 2～3日続く 

 

手足口病 

・口の中やのどの痛み 

・手や足、口腔内、臀部などに 

水疱状の発疹 

・38℃台の熱が出ることもある 

 

咽頭結膜熱 

（プール熱・アデノ） 

・のどの痛みが 3～5日続く 

・目の痛みやかゆみ、目やにが出る 

・嘔吐下痢・頭痛を伴うことがある 

・39～40℃の高熱が 4～5日続く 

 

●普段と違う様子があれば受診を 

不機嫌になる、いつもよりよだれが多い、食欲がないなど 

普段と違った様子が見られるときは受診をお勧めします。 

●夏風邪にかかった時の注意点 

熱があっても本人が元気であればサッと体を流すくらいの 

シャワー浴は大丈夫です。夏風邪どれも、口の中やのどの 

痛みで食欲が落ちます。刺激が少なく飲み込みやすいものを

与え、脱水症状には注意しましょう。 

●深刻な合併症を引き起こすことも 

数日の自然経過で熱が下がり、症状は落ち着いてきます。 

しかし、まれに髄膜炎や脳炎を引き起こすことがあります。 

また気管支炎や肺炎のなどの原因となることもあります。 

発熱が続く・ぐったりする・頭痛や嘔吐が見られるときは、再度受診して診察を受けましょう。 

夏の肌のトラブル 


